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WB 1:500-1:2000,IHC 1:50-1:200,IP 1:20-1:50

Calculated MW:81 kDa; Observed MW:95 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は膜結合型グアニル酸キナーゼ（MAGUK）ファミリーのメンバーをコードする。別のMAGUKタンパク質であるDLG2とヘテロ多量体を形成し、NMDA受容体およびカリウムチャネルのクラスターにリクルートされる。これら2つのMAGUKタンパク質はシナプス後部で相互作用し、受容体、イオンチャネル、および関連するシグナル伝達タンパク質のクラスター形成のための多量体骨格を形成すると考えられる。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2008年7月]
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	PSD95 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

